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第 1 章では，まずPVCz Iとその低分子モデル化合物を添加した系について，可塑効果によるガラス転
移点Tg の低下を利用し，ドリフト移動度と系のガラス転移点との関連を詳細に検討している。その結
果，キャリア移動度の電界および温度依存性を記述するために提出されたGi 11 の経験式が，低分子モ
デノレ化合物添加系についても成立つことを示すとともに， Gi 11 の式に現われるドリフト移動度の電界





































(4) さらに上述の結論にもとづいて，ドリフト移動度向上の方法を探索し. PVCz にある種のピラゾリ
ン誘導体を添加した系において，ドリフト移動度がー桁以上向上することをはじめて見い出し，その
要因が非晶質高分子特有の深い構造的トラップからのキャリアの脱トラップ過程に添加低分子化合物
が関与した二段熱励起の脱トラップ機構によることを明らかにし，高機能材料開発に有用な知見を提
出している。
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以上のように，本論文は実用上重要な光電導性非品質高分子固体におけるキャリア輸送現象i乙関して
幾多の新しい知見を与え，学術ならびに応用の両面において，物性化学，有機材料化学の分野K貢献す
ると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
司
t
円
i
n叫U
